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	公益社団法人シャンティ国際ボランティア会
	NGO海外研修プログラム参加規約
	第1条 国際協力活動に関心を持っている方を対象に、公益社団法人シャンティ国際ボランティア会（以下「本法人」という）の海外事務所において研修する機会を提供します。現地での活動に参加し、またスタッフ業務のサポートに実際に携わっていただくことを通じて、国際貢献の担い手の育成を目指します。
	第2条
	1. 参加希望者が応募するためには原則として以下の条件をすべて満たすことが必要です。
	２． 参加希望者は、指定の申込み用紙に記入し、添付ファイルにて履歴書（書式自由、顔写真付き）と語学能力証明書の写しの電子データとともに電子メールで提出します。
	３． 申し込みにあたっては、プログラム内容及び参加費用をはじめとする関連事項について、保護者および家族の同意を得ることが求められます。

	第3条 研修期間については、1ヶ月間を基本とします。
	第4条
	１． 参加者は、本プログラムへの参加費として、3万円（1ヶ月分）を出発日の10日前までに本法人の郵便振込口座に振込む方法により支払います。
	２． 前項の参加費用には、次の費用が含まれます。
	３． 次の各号の費用は、参加者の負担となります。
	４．  現地宿泊費と海外旅行保険費は本法人が負担します。原則として参加者は、本法人の指定する宿泊先に宿泊します。研修終了後も参加者側の都合で現地に滞在するなどにより旅行期間を延長する場合は、本来の研修期間に係る保険費用と、延長した旅行期間に係る保険費用との差額分を参加者は負担します。

	第5条 申込み後に参加希望者の都合でキャンセルされる場合、以下のとおりキャンセル料を申し受けます。受入れにあたり、書類審査段階から東京事務所及び海外事務所間において多くの調整・準備が発生するためです。
	第6条
	１． 参加者は、研修期間中、本法人の指示に従い、同意書及び派遣国事務所が定める規則を遵守し、本法人の研修生としての自覚を持って研修に参加してください。
	２． 休日は基本的には自由行動ですが、研修期間中であることの自覚を忘れずにふさわしい行動をとるようにしてください。
	３． 異文化を理解し尊重する努力を行ってください。例えば、胸元が開いたトップスや下着が極端に透ける服、ミニスカート等の着用は派遣国の文化に反しますので、十分にご理解いただいた上でこれを避けるようにお願いします。

	第7条 参加者は、研修修了時に研修報告書（様式自由）及び評価シート、プログラム評価票を本法人に提出します。
	第8条 各国での注意点については出発前に本法人より説明をしますが、研修前及び研修中は健康・生活面での管理及び危機管理は自らの責任において行って頂くことになります。また、以下の遵守をお願いします。
	第9条 天変地異、戦争・内乱・暴動、テロ、事故、病気、怪我、盗難その他当事者の責めに帰すことのできない不可抗力による被害やそれらによって生じた費用（振替航空券、交通費、その他）並びに機会損失及び研修時間外で起きたトラブルなどについては、本法人は一切責任を負いません。
	第10条 研修での業務において取り扱う機密及び本法人の不利益となる事項の漏洩防止を徹底してください。
	第11条 本規約に定める条項に違反した場合や、本法人の信頼を著しく傷つけるような行動をとった場合は、本法人は直ちに研修を終了させることができます。この場合、既に入金済みの参加費は返金しません。


